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文責：校長

１月７日（月）から１１日（金）は給食感謝

週間でした。お昼の放送で給食の歴史や役割な

どを聞いて給食の大切さを知るとともに、各学

級でカレンダーを作成しました。１月１７日

（木）の給食感謝集会では、給食委員会の子ど

もたちによって、給食の歴史や人気メニューラ

ンキングの発表、各学級で作ったカレンダーの

日向・門川地区の小中学生の作品の一次お披露目などが行われました。給食が目指すも

審査を通過し、県の中央審査へ出品されまのは「今の健康→将来の健康→将来の子どもた

した。ちの健康」です。門小の

子どもたちは食べ残しが

ほとんどありませんが、

これからも好き嫌いせ

ず、しっかり給食を食べ

てほしいと思います。

１月２５日（金）に、６年生と５年生の子ど

もたちによる最高学年引継式が行われました。

卒業を控えた６年生から最高学年としてどのよ

うなことをやっていくのかを伝えるとともに、

５年生に最高学年になることの意識付けをさ

せることを目的としています。５年生からも

最高学年に向けての決

意表明の発表がありま

した。門小を支えてい

く最高学年としてがん

ばってほしいと思いま

す。

今月初め、ネパールから２名の転校生が来

１月１９日（土 、新春子どもの声を聞く会 ました。１年生と６年生の男子です。日本語）

がクリエイティブセンター門川で開かれまし がまだ分からないため、日本語指導と授業の

た。小学生は５年生が代表となり、本校からは 補助をしていただく支援員さんに来ていただ

原田瑛太さんが出場し 福 くことになりました。、「

祉の町、理想の門川町」と

題して、５年生の福祉学習

や友だちとの交流を通して

考えた理想の門川町や、自

分にできることなどについ

て発表しました。

門川小合い言葉
知恵いっぱい
心いっぱい
汗いっぱい

日本語指導支援員 河野 邑弥
ゆう み

今回、日本語指導・通訳を担当させていただく
ことになりました。まだ日本語がよく分からない
子どもたちが困らないよう、また周りの友だちと
良いコミュニケーションが取れるよう一生懸命努
力していきます。よろしくお願いいたします。
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